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KDDI株式会社 サステナビリティ企画部 兵田 聡

ネイチャー開示実践事業 成果報告



1KDDI事業の紹介

個人向け通信事業
ライフデザイン事業

パーソナルセグメント

ビジネスセグメント

法人向け通信・ITサービス事業
IoT・DXソリューション

グローバル

ICT事業・データセンター事業
海外通信事業（ミャンマー・モンゴル）

海外62都市

100拠点以上

を展開

通信をベースに、パーソナル領域からビジネス領域、グローバルに事業を展開
中期経営戦略「サステナビリティ経営」を推進

中期経営戦略全体フレーム



2KDDIグループのサステナビリティ経営

社会価値

環境価値

経済価値

経営基盤強化事業戦略

パートナリング

社会の
持続的成長

企業価値
の向上

サステナビリティ経営の一環として「環境価値」を
重要課題と捉え事業を推進



3なぜKDDIはネイチャーポジティブに取り組むのか

KDDIの通信事業は自然資本に支えられている
通信技術は、ネイチャーポジティブに貢献できる可能性

自然がある場所での通信基地局
の建設
メンテナンス時の人の立ち入り 等

スマートフォンの原材料となる
金属は、鉱山で採取

生き物を検知・記録することで
守るべき生態系データを収集

上空から森林・土地を撮影し
広範囲で状況を把握できる

自然と関係する通信事業 ネイチャーポジティブに資する通信技術

自社

バリューチェーン ドローン

IoT



4これまでのKDDIの取り組み

海の環境を守る取り組み

海底ケーブル敷設の事例

環境影響最小化
（既存の電線・電柱を利用したケーブル設置）

景観に配慮した施工
（基地局の小型化、側溝に這わせたケーブル設置）

ウミガメの産卵期を避けた施工

サンゴを避けたケーブルルート設計
水力発電による電力を使用した基地局

陸の環境を守る取り組み

屋久島の事例

自然環境に配慮した通信設備の設置



5いち早くTNFDレポートを公開

国内通信事業者で初めて、TNFD最終提言を参照・情報を開示（2023/12）

一方で、開示の推奨項目「シナリオ分析」が未対応なことが課題

3/28
更新

KDDI TNFD レポート

2023年
6月

これまでの経緯

2023年
12月

2024年
3月

TNFDβ0.4版を参照
LEAPアプローチを用いた分析

TNFD 1.0版を参照・変更点反映
生物種に関する拠点分析

拠点分析結果を基に現地調査
レポートに関するダイアログ

2024年
9月

環境省ネイチャー開示支援
モデル事業に採択



6シナリオ分析の全体プロセス

KDDIの通信事業を対象に、シナリオ分析を実施
社内横断WSで各シナリオのリスク・機会を洗い出し、当社影響を評価

スコープを特定し、どのような
想定シナリオで分析を進めるか定義

❶シナリオ定義
リスク・機会の洗い出し 影響評価＋対応策 ❸気候シナリオ

との統合

各シナリオにおけるKDDI
通信事業のリスクと機会を議論

洗い出されたリスクと機会について
当社への影響度と対応策を策定

TNFD「Recommendations of the Taskforce on 
Nature-related Financial Disclosures」より引用 

❷社内横断WSの実施

自然と気候変動のシナリオを統合



7シナリオ分析の工夫：❶シナリオ定義

各シナリオの世界観とKDDI事業の関連を結び付け
社内部門が理解しやすい内容でシナリオを定義し、社内横断WSで活用

元：TNFDフレーム

抽象度が高く、理解が難しい・・・

KDDI版へ
定義



8シナリオ分析の工夫：❷社内横断WSの実施体制

幅広い視点を取り入れるため、社内横断でワークショップを開催
技術・ビジネス・経営・コーポレート部門で事前に役割を提示し議論を活性化

技術

研究

経営企画

購買

経理ソリューション

通信基地局の
自然へ与える依存・影響

データセンターの建設、運用による
自然への影響

自然に関する新しい技術開発

想定される経営影響

自然の変化によりサプライチェーン・
調達に生じる影響

想定される収益影響や財務影響

地域共創
地方の自然の保全に係る
新規ビジネスとリスク サステナビリティ

自然の保全と事業の両立を考慮した
意見提示

WS参加部門：技術・ビジネス WS参加部門：経営・コーポレート

参加部門 役割（出してほしい意見） 参加部門 役割（出してほしい意見）



9シナリオ分析の工夫：❸気候シナリオとの統合

自然資本について描いた４つのシナリオのうち、当社への事業影響の大きさと
TCFDとの整合性を考慮の上、自然と気候変動のシナリオを統合

TNFD：自然資本シナリオ TCFD：気候変動シナリオ

シナリオⅠ：自然の劣化が緩やかで
自然関連の規制が定められる世界

シナリオⅢ：自然の劣化が早く
自然関連の規制が緩い世界

≒

≒

4℃シナリオ：気候変動対策が十分なされず、
事業影響が顕在化する世界

1.5℃シナリオ：脱炭素社会が実現する世界



10創出された成果：シナリオ分析（リスク面）

シナリオⅢ(自然の劣化が進み、自然関連の規制がなされないシナリオ)は、
通信設備・端末などで当社事業影響が大きい

主な影響

スマート
フォン

基地局

データ
センター

端末の材料となる金属資
源の枯渇

森林の防災機能の低下に
よる洪水・土砂災害の増加
通信基地局の故障

サーバーの冷却水となる
水資源の枯渇

使用済み携帯リサイクルの推進

環境負荷を抑えた基地局設置
Starlinkの活用

節水設備の導入

シナリオⅠ
（1.5℃シナリオ）

シナリオⅢ
（4℃シナリオ）

KDDIへの事業影響の大きさ

小

小

中

中

中

大

主な対応策



11創出された成果：リスクへの対応策

リスクへの対応としてケータイリサイクルの推進や
環境負荷の小さい通信設備を建設・活用

スマートフォン 基地局

使用済み端末のリサイクルを推進
• 手分解作業により、端末に含まれる金・銀・銅を回収
• 99.8%の再資源率を実現

環境影響を最小化した基地局の設置
• 既存の電線・電柱を利用したケーブルの設置
• 基地局の小型やstarlinkを活用したエリア化



12創出された成果：シナリオ分析（機会面）

シナリオⅠとシナリオⅢの両方のシナリオにおいて、
自然関連のビジネス機会は一定存在する

水上ドローンを活用した藻場調査
生物情報可視化アプリを活用した外来種調査

IoTを活用した無農薬農業を支援する実証

ビジネス領域

生態系サービスを
可視化するビジネス

生物多様性の保全に資する
地方創生ビジネス

シナリオⅠ
（1.5℃シナリオ）

シナリオⅢ
（4℃シナリオ）

KDDIへの事業影響の大きさ

中

中

詳細サービス

小

中



13創出された成果：機会の詳細

IoTを活用した無農薬農業を
支援する実証によりコウノトリ
の生育に貢献

衛星通信・ドローン・IoTを活用することで、
生物多様性の可視化・保全に貢献

生態系サービスの可視化 地方創生

生物情報可視化アプリ
「Biome」×Starlinkによ
る外来種調査

水中ドローンを用いた藻場
調査

衛星通信

ドローン

IoT

IoT

IoTセンサを用いてカキ生育ノ
ウハウを確立する実証を実施



14総括：シナリオ分析は何のため？

自然環境がもたらす自社への影響を、
リスク＋事業機会双方で、長期視点で未来予想すること

シナリオ分析の意義 リスクと機会の重要性

長期視点 バリュー
チェーン

×

2030～2050年 調達先・お客様

自社の事業を長期視点で先読みし、
バリューチェーン全体を俯瞰してみること

ビジネスを行う企業が取組を続けていく上で、
自然影響を抑える守りに加え、事業機会も重要

自社だけでは完結しない数年では実現しない



15総括：シナリオ分析のメリット、今後への期待

幅広い視点に気づける”シナリオ分析というツール”を通じ、
生物多様性や環境取り組みが多くの企業様で拡大することで
将来、新しい取り組みでご一緒できる機会が生まれることに期待

社内部門との議論機会 生物多様性 × 脱炭素・循環型社会

TNFD・生物から始めたが、脱炭素・循環型社会も
密接に関係、一体的に取り組む必要を実感

シナリオ分析を通じて、多くの社内部門と
生物多様性・環境の議論

技術・研究部門 経営企画部門

ビジネス部門
コーポレート
サステナ部門
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